
自然と環境科２０２４年２月行事 
 

       大阪府ものづくりセンター見学と司馬遼太郎記念館見学 

 
目的：東大阪の中小企業を見学したいという意向がかねてからあったが受け入れてくれる企業が見つか

らず やむなく各企業が製品展示をしている首記センターを見学することとした。付録として 
   少し離れるが司馬遼太郎記念館を訪ねた。 
実施日：２月１６日(金) 
集合：地下鉄荒本駅 １０時 
参加者：小林。⻑⾕川、菊池、梶⽊、⾼城 
コース：荒本→大阪府ものつくりセンター（クリエーションコア）→東大阪市役所の２２階食堂で昼食 
    →⻑⽥駅→⾼井⽥駅→永和駅→⼋⼾ノ⾥駅→司馬遼太郎記念館 
 
＜大阪府ものつくりセンター＞ 

東大阪の中小企業が中心となって１００社以上の 
製品紹介ブースが常設されている。このものつくりセ 
ンターは企業同士のマッチングの場としており、スタ 
ッフによる説明はしていないので各人思い思いで興 
味のあるブースを覗いた。出店業種の一部を紹介すと 
刃物、ねじ、釘、作業工具、金型、プラスティック製 
品、生活雑貨、紙製品、システム開発等が目についた。

総じて日頃お目に罹れないつまり裏方で製品を支 
えている地味なものが多かったが興味深く見学すこ 
とができた。よく見てゆくと精巧で魂の籠ったものが多く 筆者も何かつくってみるかと開発魂が 
刺激される。また、書籍コーナーには中小企業経営に参考となる書が並べてあり読書欲も掻き立てら 
れる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜司馬遼太郎記念館＞ 
２月１２日が司馬の命日にあたることに因んで⼋⼾の⾥駅前から道端に菜の花の鉢植えが続いている。 
司馬が生前タンポポや菜の花を愛でたことに由来するようである。地域の人達が菜の花つくりに参加し 
地域おこしのネタに使っているようである。 
さて 記念館であるが膨大な司馬の蔵書に圧倒されるが品の良い空間は心地よく ゆっくりとコーヒー 
でも飲みながら読書を楽しみたいものである。 
                                 （担当：⾼城・写真小林） 
 
 


